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＜連絡事項＞

· 松浦　佐恵子様～両足背浮腫持続しており、利尿剤７日分継続処方となっています。浮　　

腫の状態観察を行い、立ち歩きが多い際は安静促し下肢挙上を行いましょう。

· 橋本　万様～両足背浮腫持続しており、利尿剤７日分継続処方となっています。浮腫の

状態観察を行い、同姿勢（座位）続いている際は安静促し下肢挙上を行いましょう。下肢挙上に対し、強い拒否がありますが、必要性を伝え行っていきましょう。

· 中村　松五郎様～両足背浮腫持続しており、利尿剤７日分継続処方となっています。浮　

腫の状態観察を行い、同姿勢（座位）続いている際は安静促し下肢挙上を行いましょう。自力での体動が殆ど出来ない方ですので、踵部等褥瘡ができない様気をつけましょう。

· 笹山　吉郎様～カリウム値の改善見られず、カリウム補助剤７日分継続処方となってい　

ます。四肢脱力等の症状に注意して観察しましょう。歩行時のふらつきがある為気をつけましょう。

· 三浦　一男様～38.0℃台の発熱続いており、本日、胸部X-P施行しています。

· 向山　忠義様～肺炎の状態確認の為、本日、胸部X-P施行しています。10月10日撮影

したX-Pより悪化傾向との診断でした。特に処方、指示はありません。引き続き、発熱、咳、痰、呼吸苦などの観察を行い、口腔ケアを徹底していきましょう。

· 発熱患者様が多くなっています。病棟内の換気、室温調整、水分補給を密に行い、スタッフは、手洗い、うがいを徹底し、媒介しないよう注意しましょう。また、暖房・床暖房の使用の仕方にも注意しましょう。

· 10月20日(金)　10時から山下さき様介護認定調査となっています。調査員来院時、下平さんに連絡してください。

＜口腔ケア評価・検討＞

●Aユニット

・永洞　恭子様～声掛けにて丁寧に行うこと出来ています。声掛けを行わないと自ら行わない方なので、Ａユニットへ付くスタッフは声掛けを行っていきましょう。

・森越　義夫様～口腔内の食物残渣が多く見られています。各食後歯磨きを促すと「やった」と話していますが口腔内の確認に対しては拒否し表情の硬さが見られています。食事中は全粥・トロミ食へ変更していますが、むせこみ軽度見られます。説明に理解せず、拒否的となる事が多く見られているので今後も声掛け行い、介入していきましょう。

●Ｂユニット

・橋本　万様～自力で行うこと出来ているが、口腔内に磨き残しが見られています。終了後、食事に付いたスタッフは残渣の有無や磨き方の確認していきましょう。

・峰田　満男様～歯磨きは各食後拒否無く行えていますが、コップを口まで運べずにいることがあります。本人の状態を見ながら介入していきましょう。又、嚥下状態の低下も見られるのでアイスマッサージや頬マッサージを食前に行っていきましょう。

・上村　木一様～歯ブラシをきちんと歯に当て磨くこと出来ていますが、まだ磨き残しが見られています。舌苔も見られているので介助に付いたスタッフは舌苔の確認も行っていきましょう。時折、歯ブラシを紛失させてしまう事があるのでスタッフ管理を確実にしましょう。

・三浦　一男様～３日前より発熱続いており、痰や唾液で口腔内の汚染が見られています。口腔ケアの拒否は無い為、アイスマッサージ・口腔ケアを行っていきましょう。

●Ｃユニット

・笹山　吉郎様～声掛けにて行うことできていますが、義歯が合っておらず外れることがあります。誤嚥にも繋がってしまうので家族へ連絡し検討していきましょう。歩行状態も不安定なので移動の際はスタッフが付き添うようにしましょう。

・河村　勝男様～口臭がひどく舌苔も見られています。口腔ケア時はスタッフが付き添い磨き方など観察していきましょう。又歯ブラシを持っていき、なくしてしまうことがあるので終了後は歯ブラシを預かるようにしましょう。

· Dユニット

・田中　清様～食事や歯磨きなどの動作に時間を要しています。自力で行って頂くも、口腔内の残渣物多く見られています。声掛けだけではなく、終了後口腔内の確認、必要時介入していくようにしましょう。又、食事中のむせこみも見られるので、アイスマッサージや食後の寒天摂取を促していきましょう。

・市橋　ひで様～口腔ケアに対しての拒否見られています。患者様の状態を見ながら複数のスタッフで対応していきましょう。定期的に舌苔の除去も行っていきましょう。

・北山　和子様～舌苔見られています。定期的に除去していきましょう。又拒否強く介助困難な為、口腔ケア時は複数のスタッフで対応していきましょう。

・鳥谷部　國光様～歯ブラシを噛む行為継続しています。複数のスタッフで患者様の状態を見ながら行いましょう。

・村井　八郎様～口腔ケアに対して拒否見られています。スタッフが代わると行う時があるので拒否時は時間を置き、スタッフを変えて対応していきましょう。　　　　

